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【理念】
慈しみめぐみと愛を心の規範と
して、学生からすべての看護職
のキャリアを支援する。
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お知らせ

3か年計画の集大成！研修成果を発表しました ～看護管理者研修～ 教育・研修・看護実践支援部門

看護管理者研修は、2023年度から3か年計画で進められ、テーマの「創造性豊かな看護管
理者であるため～ビジョン達成に向けて問題発見能力を高める～」に基づき毎年段階的に
学びを深めてきました。その最終段階として10月11日の研修では、管理者66名一人一人が
成果を発表しました。
当日は、発表内容に応じてブースに分かれ、「職場環境・人材育成・能力開発・システム構
築・業務改善・安全」などについて、取り組みと成果の共有をしました。会場では活発な意見
交換と、日々の実践から得られた知見や工夫に対して称賛の拍手が送られていました。

12月20日（土）にNPO法人看護職キャリアサポート代表濱田安岐子氏を講師にお迎えし、当センター主催の第1回 看護
職のための生涯学習講演会「看護師のキャリアデザイン～仕事だけじゃない！あなた自身のキャリアを考える時間～」
を開催しました。
本学の各施設から年代も役割も様々な56名の皆さまにご参加いただきました。講演会では、生涯学習が自分らしく看
護をするための学習であること、日々のケア経験の連続が看護職としてキャリアを積むことになり、職業能力につながる
など、看護職のキャリアの基本的な内容をお話しいただきました。また、看護職のキャリアデザイン
は、自分の価値観を大事にする生き方と看護職としての自己実現を目指すための能力開発を統合し
て描くことなどのお話しもありました。参加者の方々がうなずいたり、メモを取ったりと真剣な表情で
話を聞いている様子が見受けられました。
次年度も同講演会の開催を予定して
おり、看護職に役立つテーマを検討中
です。詳細が決まり次第お知らせいた
します。

10月21日（火）くずは病院で、身体拘束に関して、組織全体での意
識改革と実践力の向上を目指し、看護師以外の職種も参加する
事例検討会が開催されました。
各部署の発表に対し、「身体拘束に頼らないケアの選択肢や代替
手段」について多角的な視点から意見が出され、多職種参加によ
る効果が窺えました。
また、発表者がケアのモチベーションを維持･向上できるように
専門看護師がアドバイザーを務めました。

この事例検討会のように、各施設の必要に応じた専門看護師・認
定看護師のコーディネートも当部門の役割です。
本学の専門看護師・認定看護師の活動の場が広がるよう支援い
たします。
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●発表形式で学びが深まり、
　取り組みを振り返る機会となった
●セッション毎に分かれていたため、
　自部署の課題と同じ発表を重点的
　に拝聴することができた
●他部署の取り組みも参考になった　
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倫理的課題解決に向けた多職種参加の事例検討会（くずは病院） 専門・認定看護師活動支援部門

看護職のキャリアを考える特別な時間になりました！ 看護キャリア開発センター 

講師：看護学部 看護学教育領域　
　　　吉田  和美 教授
2023年度：ビジョン達成のための
　　　　　課題の明確化
2024年度：課題解決に向けた
　　　　　 計画の立案と実践
2025年度：成果と課題の整理

◎日頃からの看護師の苦労や
葛藤が少しでもわかってよ
かった
◎臨床心理士、社会福祉士など
の職種も増やすことができれ
ば、さらに視点が増え、患者
へのアプローチがより良いも
のになりそうだと思った

特定行為フォローアップ研修
◆日時：2月26日(木）17時30分～19時
◆場所：総合医療センター 南館2階臨床講堂、各施設指定研修会場
◆対象：看護管理者、特定行為研修修了生、2025年度受講生、2026年度受講予定者

研究倫理審査申請に関する説明会
看護キャリア開発センター主催　倫理審査センター×臨床研究支援センター 共催
◆日程：2026年5月～6月頃
◆内容：●申請から研究開始までの流れ 
　　　  ●申請システム登録の手順　ほか

【アドバイザー】
岩田 史子　精神看護専門看護師
伊坪　 恵　老年看護専門看護師

今回の発表の一部は以下の学会発表へと繋がりました!
★第17回 日本医療マネジメント学会 大阪府支部学術集会に9題
★その他に2題
3年間継続して取り組んだ自らの学び、他者の発表から受けた刺激を
さらに発展させ、今後ますます活躍されることを期待しています。

講演後、「やってみよう!」と思うこと＠アンケート結果
●やりたい事を意識し、口に出し、実現していきたい
●部下の話をよく聞こうと思いました
●まずは、ずっと苦手意識が強かった看護研究に手を
　出してみようと思いました　etc.

包括医療ケア病棟
訪問看護ステーション

発表部署（各１事例発表）
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皆様のお申し込み、
お待ちしております 倫理審査を

スムーズに!


